
2. 1　VGS ターボチャージャの構造

ターボチャージャはエンジンの排気ガスを利用してター
ビンを駆動し，同軸上に配置されたコンプレッサを回転さ
せ，エンジンに高圧の空気を過給する装置である．

VGS ターボチャージャはノズルベーンの開閉によって
過給圧とエンジンの排圧を制御することで EGR（ Exhaust 

Gas Recirculation：排気ガスの吸気側への循環）率を気怯 るこ 蝦 僑るの ，蔓歯 する酸化 ㎈
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析結果を第 3 図に示す．図の示すとおり，∵お∵∵∵を第 3 第㌀  ̀の のက

のက̀のကɵ　のက第 4 図∵， ぎき
Ｌ

Ｌ

ぎき
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ンジンなどの振動による耐摩耗性の向上にも期待ができ
る．

3. 2　MIM 材の材料評価

充てん率が低い焼結品の場合は強度が低く，また高温ガ
ス雰囲気での酸化による破損が懸念され，高温環境下で使
用されるターボチャージャ部品への適用が見送られてい
た．しかし，今回適用した MIM 工法の場合は 95％以上
の高い充てん率を確保することが可能になった．
この工法の妥が を をんゅ をるこあへ限鎌ァ芥曙穏肩Ｗぴま曙ぞをん

るァ芥 ま あ
囲気 曙る 穏膐 Δ 材 · のғؾ ॶΔ͜Λ͕ͬؾ

ͬ

͕唆㸀 ͬ ߴ， ·ͱ ͧ ೦ؾ ͬ の ͽΛ̬ݞ ͽؾΔ Ժ䴀 Δ 材 · のғ͋ の ݞ   ғΔ͜Λ͕ؾ
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